
7. 轄 臨

(l)爆発音の政土による倒剖伽ま,理絵的,実験的

に神位面積あたりの壌土によって決定される｡

(2)爆発音の音圧は,実験的に,爆薬蕊の2/3乗に

比例する｡
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SonicBoom from BIzLBtiJtg

byKotarONawa*

Theinvestigationdealswith atheoretical

and experimentaltreatmentCOnCemedwith

thereductionoEsonicboom From blasting.

TheresultsareaSFollows:

1) TheeHectofdirtcoverindamping

thesonicboom isdeterminedas

dS--A+BIoglOFL,
whereJISisthetransmissionloss,pis

thethicknessofthedirtcoverandA,B

are constants. The acoustical theory

alsoconformstherelation.

2) Therelationtxtweentheoverpressure

ofthesonicboom andthechargewe]'ght

isglVenaS

p-KCOJ60,

wherepistheoverpressure,C isthe

chargeweightandK isaconstant.

(*Ted一micallaboratory,AsahiChemicalIndustry

Company,Ltd.)

モノメチル尿素のニ トロ化生成物について

椎 野 和 夫 ･生 沼 仙 三*

1. 緒 言

アルキル原索類のニト｡イヒについては,これまでに

いくつかの報告があるが,いずれもモノニト口碑導体

を得たに止まり,ジニトp化合物は生成しないものと

考えられていたようである｡しかし既報l)のように,
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著者ら帆 これまでニト｡誘導体の知られていなかっ

たジアルキル尿素のうち,対称ジメチル尿素を硝酸と

無水酢酸でニトロ化することによって,かなり良い収

率でジニトロ化合物を得た｡

CH8NH-COINHCHr一十

.CH3N(NO皇)-CO-N(NOR)CH3

この物質は,煩力も大きく,火薬として興味あるもの
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T･あったO

ところでジメチル尿素以外に,ニトロ化した賂合,

･火我としても使えるような,赦雛′(ランスの良いニト

ロ諦噂体を生成しそうなアルキル尿素というと,アル

キル品がメチル,あるいはエチル程齢 こ小さい,モノ

アルキル尿寂しか見当らない｡とくにモ/メチル尿楽

が,下に示ナように対称ジメチル尿蔀と同じようなジ

ニトロ化合物を作るならば,その酸素バランスは,非

｢常に良いものとなる｡

CH!NH{0-NH:1-
CH8N(NO2)-CO-N(NO皇)H

･しかし,ジニトロメチル尿素といったような化合物

･は.文献にも見当らないし.上のような放応が可能で

あるとは.とうてい考えられない｡現在モノメチル尿

素のニトロ誘導体としては,モノニトロ化合物しか知

られていない｡モノニトt,メチル尿;掛ま,普通モノメ

チル尿素の硝酸蛙を,低温で浪硫酸に軒解し,氷水に

注入して締られる2)｡

H2SO.
CH3NH-CO-NH三･HNO3･.一･

CH3N(NO.4)-CO-NHl

また粥酸エチルのような布織の硝酸エステルと泊硫酸

でニト｡化してもよいO｡硝酸だけでモノメチル拭寮

を処理すると,低魁では,硝酸塩を作るだけである

那,温度が高いと,班酸ガス,亜酸化東新,硝安,棉

葡 メチルアミン,あるいは硝酸メチルのような分解生

.成物を生ずるl)｡

硝酸と無水酢酸で処理した例は見当らないが,おそ

らく温度が高い場合は,上に述べたような分解生成物

を与えるであろうし,低温で反応を行なっても,ジニ

トロ化合物を生ずる見込は無く,せいぜいモノニトロ

誘導体が得られる軽度で,いづ九にしても生成物自体

は何ら興味あるものではないであろう｡しかしどのよ

うな反応が起るか.一応検討しておくのも崇意味では

ないと考えられたので,モノメチル尿素を硝酸と崇水

酢酸の混合物で処理して見た｡

ところが,-5cc軽度の低温でも,瀬しい分解反応

が起り,予想したような分解生成物も得られたが,そ

｡れらと共に,全く予期しなかった非常に燥力の大きい

物質が生成することを38めた｡鋭感で,わずかな祈隼

によっても容易に爆発する液体なので,最初は,鰍 こ

分解生成物の中に掛ヂた硝酸メチルではないかと考え

た｡しかし,物理恒散を測定して見ると,忠外にも両

者は全く一致しない｡モノメチル原索が分解されるこ

.となく,そのままジ='トロ瞬串体となったものでもな
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い｡即ち分析結果が.そのようなものと全然合わない

のである｡旭険で取扱いにくい物資であるため.分析

は困雛をきわめたが,紡J.ld,メチルニトラミン (CH3

NHNO2)の N にさらにニト｡X.が噂入されたよう

な化合物.あるいは.メチルアミンのアミノ基の水素

を2佃ともニトロ誠で田換したものとも首うべき,吹

のような構造の物質であると推定せざるを神なくなっ

た｡

CH3N(NO.～).o

即ちメチルジニトロアミンと呼ぶべきものである｡姫

力の点では,既知の火薬でこれに及ぶものは先づ無い

と思われる稼強いものであるが,弟丸旺が描く,また

あまJ)にも鈍感で収扱いにくく.火兆としての舶用性

というiAiでは,このままでは価伐の少ない物質かも知

れない｡しかし著者らが推延しているような栴進を持

っているとすれば.このような型の化合物はこれまで

知られていないし,化学的には非常に興味搾い物質で

あると考えられるので,その剣法や性質につき今まで

明らかになった点を叙件することとした｡

2. モノメチル原索のニトロ化

2.1 紙料の班別

モノメチル尿耕-モノメチル躍束の剣法は,いくつ

か知られているが,突放尭的には.メチルアミン塩酸

塩とシアン酸カリウムから合成するのが瓜も容易で,

*尖晩の妖料もこの方法によった｡

CHユNH2lHCI十KOCN･- I

CHINH-CO-NHと+KCl

尿素 l:Og と無水炭酸カリウム 105g の混合物

を,ルツポ中で加熱挺解させて新らしく作ったシアン

酸カリウム120gを.釣 l(OmJの水に入れ,46℃ に

加温して港解させる｡これにメチルアミン盤頼塩 100

gを一度に加えかき混ぜると,次軒に液温が上昇し,

80-9ccCに連する｡敢時開放田して,ほぼ常温にな

ったら.析出している KClの坊曲をろ別し,ろ液に

瑞酸 く比蕗 1.38)200mLを加え水で冷#する｡モノ

メチル凍害掛ま硝酸塩となって析出して来るから,これ

を虫め,少瓜の冷水で洗い,水で押結晶する｡収流は

160g で mp.123-125ccである｡水で再結瓜をく

I)返すと,mp.)27℃ のものが得られる｡湿った も

のを加熱乾性すると,分解することがあるので,デシ

ケーター中で減圧で乾性した方がよい｡

モノメチル尿紫を得るには,シアン酸カリウムとメ

チルアミン盤酸盤を駒紀のように反応させたら,アセ

トンで抽出し,浪綿するか.一皮硝酸塩として分離し

てから,炭酸カリウムで中和し,アセトンで抽出すれ

ばよい｡しかし.ニトtZ化の飲料としては,梢髄 の
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方が精製しやすく,吸湿性が少なく,またニトロ化剤

に添加した際の発熱も少ないので操作が容易であるか

ら,実敦にはすべて mp.127ccの硝酸塩をよく乾燥

してから使用した｡

その他飲料 :硝酸は,市販発煙硝酸に少丑の過マン

ガン酸カリウムを加え,亜硝酸を除き,浪硫酸を加え

て減圧蒸留して得たほとんど無色で,比鉱 1.52のも

のである｡

無水酢酸,エーテルなどは,いづれも就薬 ]親晶を

蒸跡こより稗製して用いた｡

2.2 反 応

温度計,かくはん群,および分液ロートをつけた内

容 500mZの三つ口フラスコに,硝酸 120gを入れ,

5cc以下に冷却し,かくはんしながら,分絞13-トよ

り無水酢酸 100gを加え,先づニトロ化剤を作る｡次

にフラスコを食塩 と氷で冷却し,内容物を15℃ と

し,激しくかくはんしながら,モノメチル尿難の硝酸

塩 20gを少食ずつ加える｡添加と同時 に発熱して液

温が上るが,-3--5℃ に保つように締加の連密を

加減する｡添加の初期はほとんど発泡しないが,4-5

g加えたころから次第に発泡するようになり,添加を

終えるまでには大鹿のガスを発生する｡このガスは,

大部分が蚕葡化窒素 (N20)で,微最の炭酸ガスも含

まれているCおよそ 30-50minを要して添加が終え

たら,なおガスの発生が完全に止むまで数分問かくは

んを耗け.次いで約 1kgの氷水に反応混合物を注入

する｡

反応操作上注意しなければならないのは,かなり発

熱が激しいので,かくはんが不充分であった9,添加

の速度が早すぎると,フラスコ内の温度が急に上り,

冷却しきれなくなって,反応混合物が,フラスコから

吹き出すから,常に温度に注普して操作ナることであ

る;

2.3 生成物の分魚雑穀

反応喪合物を氷水に注入すると,一般に水に不溶性

のニトロ化合物ができている場合には,き釈された故

から分厚折出してくるのが普通であるが,この場合は

何も分解してこない｡しかしエーテルで抽出して見る

と,ニト｡化合物がエ-テルに溶解してくる｡

氷水でき釈された反応混合物を分液12-トに移し,

エーテル 300mLを加えてよく振り,エーテル屑を.

衣,5%炭酸ソーダ浮液,水の版に洗い,減圧でエー

テルを除くと,淡黄色の液体が約 6g得られる｡再び

アルカリ浮液と水で,色が良とんど無くなるまで洗

い,塩化カ/レシウムで脱水し,蒸留フラスコに移し減

圧兼官する｡微丑の疎放があるが,大部分は,10mm.

Vo1.25.No.5.け以

Hgで 24℃ 附近で略出してくる｡

このようにして得られる物質は,後に述べ るよ う

に.非常に鋭感で爆発しやすい上に横力が大 きいの

で.エーテル溶紋となっている問は,引火でもしない

限I)安全であるが,エーテルを除いてからは,取扱い

には充分注慈しなければならない｡ガラス容器に入

れ,ガラス枠などでこすったpLたら,耗爽に爆発し

てしまう｡洗浄も,釈放管のような小容辞に少見入

れ,洗浄液を加えて軽く掘るか,空気を吹き込んでか

くはんするようにし,また,洗浄舵 と分離す る場合

ち,コックの付いた分液｡-トのようなものは,危険

で他用できない｡細いビニール管を使って,サイフォ

ンでそつと分離するようにする｡欺gあれば,着火し

ただけで爆発するし,疎開状態であればごく微丑でも

爆発するので,絶対に摩擦や衝撃を加えないこと,お

よび火先を過ぎけることが肝要である｡

3. ニトロ化生成物の二三の也牙

減圧非1馴こよって柵興したモノメチル尿素のニトロ

化生成物は,常温で無色透明な液体で,ややクロロホ

ルムに似た特有の典気がある｡水に溶けないが,通常

の有税淋剤,例えば,石油エーテル,アルコール,ア

セトン,エーテル,クPt]ホルム,四塩化炭素,二硫

化炭索.酢酸エチル,ベンゼン,シクロ-キサン,そ

の他とよく脱ぎリ合う｡また多くの有機物を辞解する

が,ニトロセルローズをこれに溶解して見ると,窒素

虫が 13% 粒度の,観綿薬に相当するものも,アセト

ンのように簡蝉に溶かす｡

3.t 分析血と分子式

元来分析位は,C-9.62%,H-2.26%.N-34.70

% で,分子丑の軸定位は,124.9であった｡但し,

窒素丑はミク｡デス-マ法で測定した伍である｡分子

魚は.ベンゼンを用い氷点降下汝で測定した｡

これらの欽班から分子式は CHaN30一(C=9.95%,

H=2.50%,N=34.71%,分子丑=121.1)と推定し

た｡

3.2 主な物理恒敢

常法により測定した主な物理恒軌ま,図 1-図4に

示したが,20℃ に放けるそれらの伍は次の如くであ

る｡

比 砿 (D一)･････････1.4267

屈折率 (170)-･･････).4471

粘 度･-･････････-･･1.39 centipoises

沫気圧- -.･･････,･･.･7mm.Hg.

燃焼熱の実軸仇は,),875cAl/gで,これよ り生成

熱を計亦すると.-249cAl/gとなる｡
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3.3 加始による弁解ニトロ化合物には.加熱あ

るいは苛火すると.爆発的に分解するものが.かなり

あるが,モノメチル尿楽のニトロ化生成物も,加熱

すると,敢しい爆発を起こし分解する｡加熱用の白金

線を封入 した小ガラス球に,少食の就料を入れ,坪内の空

気を宴楽ガスで隈換してから,注意して口を辞射し,これを内容290mJ･
のポムブ(ベルテロー.マ
ラー式熟丑計のポムブ を利
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用した)内に印し,ポムブ内を対空としたのち,白金

掛 こ他流を通し加熱して紙料を爆発させる｡このようにして紙料 0.7632

gを対空下に爆発させると,多最のガスを発生するが

,その組成は標準酔状値でCO2-143mE,N壬-

-206mt,H王0(ガスとして)=2IOmLその他拙故の 02およびN02などを含



式のようなものと考えられる｡

CTLT3Na0一･1- CO…+I.5H20+J.5Ne+0.2502

仙し窯勲の一触も 故化されて N02 となると思われ

る｡

3.4 アルカリによる分解

脂肪族ニト｡化合物,ニトラミン.硝酸エステルな

どの多くは.γルカリ水静液で処理すると,常温でも

盤を作って溶解したり,加水分解される｡ところが著

者らの御た爆発性の物質は,アルカリに対しては,か

なり安定である｡たとえば )0% のカ性ソ-ダ水溶液

中に)滞加えて常温で1日放匠しても,ほとんど溶解

しない｡水に滞解しにくいため,アルカリとなかなか

反応しないとも考えられるので,さらにアルコールを

加えて, I滴の飲料を完全に溶解し,常温でl日放匿

した｡このようにすると,液は,わずかに淡発色を帯

びるが,汲圧でアルコール除くと,大部分の未反応試

料が再びアルカリ辞紋から分擬してくる｡カ性ソーダ

浮液の代りにアンモニヤ水を用いても,同じように常

温では.なかなか分解されない｡しかしアルコールに

溶解し,アンモニヤ水を加えて加温すると分解させる

ことができる｡

飲料 1.5gをエタノール 10mZに沖解し,最アン

そこヤ水 10mEを加え,逆洗冷却紫をつけて,60℃

に 5hr加温する｡次いで汲圧で過剰のアンモニヤと

アルコールを除去し,放った液の一部をとり,これを

酢酸酸性にして,ニトロンの帯群敢水溶液を加 える

と,ニトロンの硝酸塩を析出する｡すなわち分解生成

物として HN03が存在する｡また,凍った液の一部

に 30% 硝酸銀辞舵を加えると,多生の白い比でんを

生ずる｡少虫の冷水で洗い,アセトンで洗って常温で

乾燥すると.燃旋性のかなり激しい粉末が糾られる｡

燃えたあとに銀を放すので,何かの銀盤である｡この

銀盤を低温で.うすい酸で分解し,エーテル抽出を行

ない,エーテルをとばナと,無色額状の結晶が得られ

る｡mp･34-36℃ で,立寮長は 36.1%,水に溶け

やすい物質で.メチルニトラミン (mp.37℃,N-

36.8%)に一致する｡すなわち,先の燃焼性の激しい

物質は,メチルニトラミンの銀盤である｡

以上のように,アルカリと典に温めると,加水分解

されて,下のように硝散と,メチルニトラミンを生ず

るものと考えられる｡

CH3NIOl+H2… HJVHNOz+HNO1
3･5 硫酸にJ:る分解

モノメチル探索のニト｡化生成物は,硝酸や酢酸に

は,常温でよく溶解するが,分解はされない｡しかし

硫酸では容易に分解する｡内容 5mE軽度の小フラス

コに浪硫憩 3gを入れ,これにニトロ化生成物 0.24

25.NoS.198l

gを加え,ナFfl･くフラスコを水銀を沸たしたガスビュ

ーレットにつなぐ｡やがてガスの発生が始まるから,

水郷管をガスの発生忠に応じて下げ,I:'且-レット内

にガスを移す｡時々フラスコを振って 3hr.放匿し

たのち,発生ガス畳を測ると43.5mL(10cc)で,分

析の結射ま,すべて亜酸化蛮楽である｡BF.酸化室射ま

硫酸に浮解する (硫酸 IOO容血に約 75容琉とける)

ので,その分も加えると,試料 Imol当l)のガス発

生魚はほぼ lmolである｡

フラスコに凍った硫酸溶純に水加を加えて振ると,

再TF45mLのガスが発生す る｡このガスは酸化重来

(NO)であって,放散敵性とした FeSOl浮液に吸収

され,また金気に放れるとNOZとなる｡NO の発生

丑もやはり銑科 lmolに対し丁度 Imolである｡

またフラスコに残った硫酸溶液にベンゼンを加えて

振ると,ニトロベンゼンを生ずる｡

これらの点から,硫酸では次式のように,亜酸化窒

素と硝酸メチルに分解されるものと思われる｡

CHIN10一一一イ:HIONOZ+NとO

N!0 が出たあと,水銀を加えて振るとNOが発生す

るのは.この硝酸メチルが,硫酸と水銀で次式のよう

に変化するためであろう｡

2CH10NO2+6Hg+3H2SOl- ･
2NO+3Hg2SOIT2CH30H+2Hヱ0

ベンゼンを加えると,ニト｡ベンゼンを生ずるのも,

この硝酸メチルと硫憩のためと考えられる｡

4. 構造式の推定

モノメチル尿素から得られたニトロ化合物の性質に

ついていくつか述べたが,このような性質を示す化合

物は,従来の文献に織っていない｡それで,元来分析

値や分子流から,前記のように分子式はCHaN80-と

求まるが,どのような栴進の化合物であるかは,他の

渚性質より推定しかナればならない｡

先づ考えられるのは,硝酸と無水酢故で処理した結

果生成したもので,救しい爆発性があるから,少なく

とも1偶の -N02は持っているにちがいない｡しか

も生成熱が -249caVgとすlの虻を示し,かなり不安

定な構造をしているであろうということである｡とこ

ろで -NOLが C に結合 しているいわゆるニトt'化

合物であるか,0に結合している胡酸エステルか,ま

た N に統合しているニトラミン琉かが問題である｡

しかし,これは,アルカリに対する性質で大体見当が

つく｡通常脂肪族ニトロ化合物の勘合.第三級ニトロ

化合物は例外であるが,節一級あるいは姉二親ニトtl

化合物ならば.アシ型の塩を作って,容掛こアルカリ

に溶解するはづである｡
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RCH2-NOl- RCH-Nく.oNa

R2CH-Not- R:C-NC ;Na

しかし前記したように,アルカリに溶けにくく,アル

コールを加えて一皮完全にアルカ])に溶解させても,

アルコールを除けば,再び未変化のまま分離して来る

ことから考えると,脂肪族ニトtZ化合物では無い｡反

応条件から考えても,そんなに簡単に C にニト｡益

が入るとは思えない｡

ァルカリに対する安定性から,由酸エステルである

とも考えにくい｡この場合生成する可俵性の大きい硝

敢エステルと言えば,硝敢メチルしか無いが,勿論こ

れとは,明らかに甜性質が典る｡

結局ニトラミンであろうという可能性が一番大きく

なるが,しかしニトチミン類も,アルカリにはあまり

安定でないものが多い｡たとえば,メチルニトラミン

(CH8-N-NOL) のように,ニ トロ基の結合してい
!
H

る査察原子に H が放っていると酸性を示し,アルカ

リ処理すると,塩を作って溶ける｡もしこのような酸

性をあらわす原因となるような H が無ければ,当然

アルカリに対しては安定なはづである｡それで丁度脂

W)-ニトロ化合物の中で,アルカリに安定な第三綾ニト

ロ化合物のように,活性の水素を持たないニトラミン

の一概であると考えてよいであろう｡このように考え

れば,アルカリで加水分解すると,メチルニトラミン

と硝散を生成することから,その構造は,一応容易に

推定しうる｡即ち,メチルニトラミンができるのであ

るから,CH3-N-N02のような部分があるに迩いな
j

い｡これにNOlをつけてやれば,CH8N101という分

子式と各元来の敦 は-敦する｡結局 CHJ-N(NOJ)!

となるが,このような構造であるとすれば,一応アル

カリに対してもかなり安定であろうと思われる｡Not

が C の方に入って,NOB-CH2-N-NOZの如きも
I

. H

のの方が,常良的には,存在の可能性が大きいように

思えるが,しかしこのような構造では,敵性が敷く簡

単にアルカリに溶けるであろう｡また加水分解してメ

チルニトラミンを生ずることも集いであろう｡

結局これまでの実験の結果では,メチルジニトロア

ミンとも呼ぶべき化合物であるとするのが妥当と考え

られる｡アルカリによる加水分解は,次式のように一

方の N-N 結合が開裂するとすれば,メチルニトラ

ミンと胡散ができる｡
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cH3-N≦N".?:･H20- CH･-N〈H"O!･HNOJ

硫酸では,さらに C-N mlでも分解ナる｡

cH･･N農 工CH30NOz･NzO

メチルニトラミンが分解して,メチルTルコールや亜

酸化車乗を生ずるのと似ている｡

cH3-Nく"HOL cH30H･N王0

あとで述べるように,衝撃や摩擦に対しきわめて鋭感

で.爆発し易いことなどからも,このような不安定な

構造を推定することが,全然無理であるとはIEiえない

と思われる｡

蒸留捕刺したものの赤外線吸収スペクトルを図5に

示したが,I,640cm-lと L,250cm-1附近に,それ

ぞれ -N02の非対称伸締および対称伸縮振肋による

ものと考えられる強い吸収が躍められる｡
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uctS. 火薬

学的放せモノメチル原索のニトF･化生成物が.上に

推定したように.メチルジニトロアミンとも官うべき

化合物であるならば,当然鼓索バランスは非常に良く(+

0･OTg/g)蛮細血も 34.7% と多 く.従って燥発

すればその威力はかなり大きいものと考えられる｡そ

こで火薬としてどのような性質を持っているものか,

一応調べて見た｡大鼓に取救うことは危険と考えられ

たので,思うように雑魚できなかったが.これまでに

わかった火薬学的性質について次に妃し

ておく｡5.1 潜火に

よる銀地モノノチル尿素のニト｡化生成物は,熱を

加えると容易に爆発する｡その一滴 (約 5mg)を鉄

板上 に庶き,マッチで着火した敏合は瞬時に燃えるが

爆発はしない｡しかし釈放管のような容掛 こ欺 g入

れて上から苛火すると爆発する｡癌閉状銀であれば,

5mg転(288) エ菜火



度の赦免でも,マッチによる肴火で租尖に爆発させる

ことができる｡内径 0.25mm長 さ 20cm のガラス

毛細管にこの椎体を入れ,鉛板上にfEtいて,一鵬にマ

ッチの伯を当てると,爆発 して鉛板上に20cmの細

･ヽみぞをはっきりと攻す｡ニト｡グリセリンは,この

ような方法では爆発させることができなかった｡この

ものの脱水に用いた盤化かレシウムの小粒に,うっか

り伯を近づけて爆発したこともあり,火EAに対 して

Jま,少畳であっても起爆薬と同じような注意を払うこ

とが必要である｡

.5.2 衝撃感庇

倍管用雷管耽教職を改造し,通常の搭槌妖験槻用ア

ーンビルを取付けたもので,搭槌耗教を行なった｡耽径

･6mm のiF鰍 こ銑札 1滴 (約 5mg)を しみこませ,

･直径 10mm の斜柱2佃の問に挟んで,アンビル上に

二倍さ.盃虫 128.5gの銅球をその上に路 として不煙

点を求めた｡その結果は 14cmで,全 く同校にして

求めたニト｡グリセリンの不爆点は34cmであった｡

このように研撃 に対 し鋭感で,ニトtZグリセiIンよ

･リ,はるかに爆発.L易い物質である0

5.3 魚tと比容

密閉状憩であれば,微最でも加熱しただけで爆発さ

せ ることが可任なので.通常のベルテt7-,マラー式

熱畳計を用いて,繰発熱および比容の糾定 を行なっ

た｡加熱による分解の項で述べたのとはじ紫領で,拭

･斜 )･5gを,点火用白金線を封入した小ガラス球に入

れ,共空下に燥芳させて,常法により熱血を求め,ま

_た爆発後のポンプ内のガスを,ガス純銀TFんに移し,

ガス蕊の耐定とガス分析を行なった｡その結果を衷 t

▲に示す｡

TBbleI HeatoEexplosiorLandgJu

volumeoENittationproduct

垂憩 艶 篭 ,I,諾 ,ラ(′志,i,忘 還
I,755 769日 89事278f270j 121 20

この結果から,爆発反応は,およそ次式で示すこと

.ができる｡

CHJ480一=COz+).5H!0+1.5N,+0.250壬

+2)2触 l

上式から爆発温度を計井して見 る と4.770℃ とな

J),また火薬のカ (∫)は,およそ 15,000t-kg/cmZ

と,いづ九も非常に大きな借が得られる¢

5･4 飴輔拭験

10gをトラクゾルの鉛鍬 こ入れ,その上を水でおお

:い･8号雷究雷管で爆発させ拡大容稗を求めた｡釈放

,Yo1.25.No.5.1141

iadfは 17℃ である｡爆発により.図6のように鉛蹄

の上称が,ち切れてしまったが.斜線の部分の容積は

748mLで,これより中央孔の原容研 6lmEを差引き,

拡大容軌ま687mLとなる｡松ダイナマイトの拡大容

功が 525mL/10gとされているが,これに比べても,

かなり大きな伍である｡

ITT-
Fig.d Trau211cadblocktest

5.5 爆 速

大政に取扱えないので,雑魚が少なくても測定可俵

な,晦像管による方法I)により燦速を封定した｡内径

0･75mm から2･40mmまで,太 さの泉る5範頼の

ガラス毛細管を,いづ九も長さ lOcm とし,これ に

試料を満たし,その-稗に接して欺 mgの鉛 アザイ

ドを駅いて,前比塩気火花によりアザイドに着火し,

それによって拭料を爆発させるようにした｡各毛細管

について2LgJづっ,合計10回測定を行なったが,この

税FRのモ細管では,太さによる撫適の丑は.ほとんど

認められず,すべての珊定既が 2,loo-2,200Jn/sa

の範囲にあった｡ニトログリセリンが条件によって任

倍速 ().500-2,000m/see)と,祐倍速 (7,450Jn/

see)を示すように,より太い鉄管などに入れて測定

すれば,おそらくニトログリセリンの高燥連に相当す

る仇が得られるのではないかと考えられる｡

5.4 !王 庇

カストの硬度計により,薬虫 10gで淘定 した｡た

だし,由佳は.直径 5.74mm高さ 10.17mm圧桧

皮が 3mm まで検定済みのものを代用した｡筑料は

内径 21mm.高さ 35mm,好 さ 1mm のガラス容

弓削こ入れ.呼さ 4mm のゴム栓 を して,ゴム栓の中

央部に押入した8号怒気雷管により起爆した｡その結

果.鈎蛙の旺楯払ま4･36mm で,同様にして測定し

たニトログリセリン 10g の圧籍虫は 4.05mm であ

った｡圧JJ卦 二は,庄梅丑 3mm までの伍しか無い

ので.ll:軌ま期しがたいが.攻の圧綿丘-圧力のか-

プから外押して,それぞれ銅掛 こ加わった圧力を求め

ると･およそ 6,750kg/cm2および 6,500kg/cm2と

なり･垣腔に於てもニトtZグリセリンにくらべ.やや

大であることが認められた｡
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さ･ 掩 括

モノメチル尿索を研酸と無水酢酸で処理することに

より爆発性の液体を得た｡

水に不溶であるが,多くの有機溶剤によく溶解し,

輔興したものは無色透明で,梢故メチ/レそっくりであ

る｡しかし物理恒掛 ま,これと全く興っている｡元･#

分析,アルカリや酸による分解,その他の性質から.

この物質は,メチルジニトtlアミンとも呼ぶべき,一

也のニトラミンであろうと推定した｡

横力は,ニト｡グリセリンに仕るほど大きいが,非

常に鋭感で,加熱,衝撃,摩擦などにより容易に爆発

する｡感度から官うと,むしろ起爆薬に近い感じの物

質である｡その上蒸気圧がかなり高いので,大魚に取

救うことは,極めて危険であり,直ちに火薬として使

い得るもので無いが.このような化合物は,従来知ら

れていなかったと考えられ,多くの点から興味深い物

質である｡

附妃 :本葉敦の燥速に関する部分は,中野義信技官

の協力を得た｡在お,本報文 の横路 は,エ菓火薬協

会.39年春季研究発黄金で報告した｡
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OAtlleNitr8tionProduct血omAlotIOmethyltTreA

byKazuoShiinoandSenヱ00inuma

Anexplosivecompound isobtained by

treatingmonomethylureawith amiXtureoE

nilricacidandaceticanhydride.Theprocess

iscarriedoutasfollows:

20gofmonomethylureanitrateisadded

toamixtureoE120goEnitricacid(Sp.gr.

1.52)andlOOg ofaceticanhydride.The

temperatureis~notal)owedtoriseabove-3

℃.AEtertheintroductionofrnonomethyl

ureanitratethestirringiscontinuedfora

further15min.ThereaCtionmixtureispoured

into icewaterand isthenextractedwith

ether.Theethersolutioniswashed with

sodasolutionandwithwater.ALterdistilling

o托thesolvent,thesubstancethatremains

34

inthedaskisdriedoveraTihydrouscalcitm

chlorideandfractionallydistilledunderdim-

irLishedpressure.Theprincipalfractionisa:

mobil,colourlessoilboilingat24℃/10mm

Hgandhasthefollowingconstants:dio,

1.4267;nBDO,I.4471;viscosityat20℃,1.39

centipoises;vaporpressure,7mmHgat20℃こ

heatoEexplosion,･1,755cat/g.

Itappearsfromtheanalysisandconversion

thatthesubstanceismethyldinitroamine.

Thiscompoundhasveryhigh explosion･

powerasindicatedbyTrauzlleadblocktest,

itsvaluebeingasgreatasthatforaTlyOther

singleingredientexplosive.
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